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１．概要（Summary ）： 

 本研究課題は，発生生物学において形態形成を理解

するための微小流体デバイスの開発を目的とするも

のである．従来の形態形成の研究は多くの場合，解剖

するなどして生体を直接観察することで行われてい

た．生体外で組織を培養し形態形成を観察するといっ

た方法は開発されていない．それは，組織を長期間培

養しようとすると内部まで酸素，養分が届かず壊死し

てしまうからである．この問題の解決する養分の供給

器官として組織へと血管をつなげるという方法を検

討した． 

２．実験（Experimental）： 

 レーザー直接描画装置を用いて微小流体デバイス

の製作に必要なフォトマスクの製作を行った．得られ

たマスクと両面アライナを利用して，SU8のパターン

をシリコンウエハ上に製作した．本研究では，この

SU8 パターンに対して PDMSのモールディングをお

こない，プラズマ処理後にガラスボトムディッシュに

接合した． 

 得られたデバイス内での細胞培養を想定して以下

の検討をおこなった．細胞外基質であるコラーゲンゲ

ル，フィブリンゲル，マトリゲルを細胞培養の足場材

料として用いることにした．そして，デバイス内でそ

れらを用いて細胞を導入する前にシャーレ上でそれ

ぞれのゲルで培養し観察，比較を行った．また，マイ

クロ流路をもつデバイスを PDMS で作製した．シャ

ーレ上の観察結果から，ゲルをデバイス内の流路表面

にコーティングしそこに細胞を播種する方法で培養，

観察を行った． 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

 それぞれのゲルで培養した結果，ゲルで懸濁し播種

した場合はフィブリンゲルのみ播種直後から細胞が

増殖している様子が観察され，ほか 2つは増殖が見ら

れなかった．ゲルでコーティングしたディッシュ上で

培養した場合はどのゲルも細胞の増殖が確認された．

コラーゲンゲルでデバイス内の流路表面をコーティ

ングし 5日間，毎日培地交換をし，培養を行ったとこ

ろ HUVECが多数流路の上面，側面，底面に付着し管

状の構造を形成している様子が観察された(Fig. 1)．今

後はこの方法によって作成された構造がリークを起

こさないか，また，組織への走性はあるかを検証する． 
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Fig. 1 Fluorescent images of cultured HUVECs 

 in a channel. 


